
唐
代
禅
の
思
想
展
開

―
空
に
回
帰
す
る
黄
檗
の
禅
か
ら
既
に
空
な
る
臨
済
の
禅
へ

―
小

川

太

龍

は
じ
め
に

拙
論
で
は
、
臨
済
義
玄
（
？
―
八
六
六
／
八
六
七
）
と
そ
の
師
で
あ
る
黄
檗
希
運
（
？
―
八
五
〇
頃
）
と
の
思
想
を
対
比
す
る
こ
と
に

よ
り
、
黄
檗
の
禅
が
臨
済
の
禅
へ
如
何
に
展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

馬
祖
禅
か
ら
黄
檗
の
禅
へ
の
思
想
展
開
は
既
発
表
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、「
即
心
是
仏
」
を
核
心
と
し
て
「
作
用
則
性
」「
平
常
無
事
」

を
展
開
す
る
馬
祖
禅
を
、
黄
檗
は
「
空
に
回
帰
す
る
」
と
い
う
基
本
思
想
に
基
づ
き
、
継
承
し
つ
つ
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た（
１
）。

そ
の
内
容
を
以
下
に
概
略
す
る
。

馬
祖
禅
に
つ
い
て
小
川
隆
氏
は
「
即
心
是
仏
」「
作
用
即
性
」「
平
常
無
事
」（

２
）と

い
う
三
要
素
に
要
約
し
て
論
述
し
て
い
る
。
そ
の
三
要

素
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
即
心
是
仏
」
と
は
、
三
要
素
の
核
心
と
な
る
考
え
で
あ
り
、
馬
祖
の
問
答
に
、「
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。
馬
師
云
く
、
即ま

さ

に
汝
が
心
こ

そ
是
れ
な
り
（
如
何
是
仏
。
馬
師
云
、
即
汝
心
是
）（

３
）」

と
見
え
る
よ
う
、「
他
な
ら
ぬ
自
身
の
心
こ
そ
仏
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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次
に
「
作
用
即
性
」
と
は
、
自
己
の
心
が
仏
で
あ
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
働
き
は
す
べ
て
仏
性
の
あ
ら
わ
れ
と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
語
は
禅
語
録
そ
の
も
の
に
は
見
え
ず
、
二
十
世
紀
の
禅
研
究
か
ら
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
禅
文
献
で
は
「
性
在
作
用（

４
）」

等
と
あ
ら
わ
さ
れ
る
。「
平
常
無
事
」
と
は
、
既
に
自
心
が
仏
で
あ
る
以
上
、
仏
に
な
る
為
の
修
行
は
不
要
で
あ
り
、「
即
心
是
仏
」
を
体

得
し
た
な
ら
ば
、
た
だ
あ
る
が
ま
ま
に
時
を
過
ご
せ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
要
素
は
独
立
し
て
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
有
機
的
に
結
合
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
小
川
氏
の
指
摘
で
あ
る
（
小
川
隆
［
二
〇
一
〇
］
序
文
三
頁
）。

こ
の
馬
祖
の
禅
を
黄
檗
は
、『
首
楞
厳
経
』
に
見
え
る
「
一
精
明
分
れ
て
六
和
合
と
な
る
」
と
い
う
一
段
―
―
臨
済
も
用
い
て
お
り
本

論
中
で
分
析
を
加
え
る
―
―
に
基
づ
き
「
空
に
回
帰
す
る
」
と
い
う
立
場
で
以
下
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

「
即
心
是
仏
」
は
、
相
に
執
着
し
分
別
し
て
い
る
凡
夫
の
心
も
そ
の
ま
ま
の
仏
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
を
空
な
ら
し
め
る
こ

と
に
よ
り
は
じ
め
て
現
前
す
る
根
源
の
空
な
る
心
が
仏
で
あ
る
と
言
う（

５
）。「

作
用
即
性
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
作
用
」
が
「
性
」
に
等
置
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、「
作
用
」
と
「
性
」
は
「
不
即
不
離
」
で
あ
り
、
こ
れ
も
相
に
執
着
せ
ず
世
界
を
空
な
ら
し
め
て
は
じ
め
て
現
前
す

る
事
実
と
な
る
。「
平
常
無
事
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
動
や
知
覚
が
仏
の
は
た
ら
き
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
れ
ば
良
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、
分
別
さ
れ
た
相
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
空
に
回
帰
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

６
）。

以
上
が
馬
祖
禅
か
ら
黄
檗
の
禅
へ
の
思
想
展
開
で
あ
っ
た
。
拙
論
で
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
分
析
を
進
め
る
。

拙
論
で
分
析
を
加
え
る
臨
済
に
つ
い
て
、
馬
祖
系
の
禅
者
と
し
て
、
馬
祖
禅
の
三
要
素
を
継
承
し
て
い
る
こ
と（

７
）、

更
に
彼
の
独
自
性
が
、

修
行
者
各
人
の
現
実
性
に
即
し
て
そ
の
こ
と
を
示
し
た
点
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

８
）。

ま
た
彼
の
思
想
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と

し
て
は
、
徳
山
宣
鑑
（
七
八
〇
―
八
六
五
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

９
）。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
馬
祖
と
黄
檗
の
思
想
的
相
違
が
問
題
に
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
と
同
様
に
、
黄
檗
と
臨
済
の
思
想
的
相
違
は
未
だ
充
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い）

（1
（

。

そ
こ
で
拙
論
で
は
、
臨
済
と
黄
檗
の
思
想
の
異
同
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
臨
済
禅
の
特
徴
と
黄
檗
の
禅
と
の
相
違
を
浮
き
彫
り
に
す

る
。
こ
の
作
業
は
馬
祖
禅
か
ら
臨
済
禅
へ
の
思
想
展
開
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
基
礎
作
業
と
な
る
。
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本
論

以
下
、
三
点
か
ら
論
考
を
進
め
る
。（
一
）
黄
檗
と
臨
済
の
思
想
を
比
較
し
、
そ
の
根
本
的
な
相
違
点
を
指
摘
す
る
。（
二
）
臨
済
が
継

承
す
る
馬
祖
禅
の
三
要
素
「
即
心
是
仏
」、「
作
用
即
性
」、「
平
常
無
事
」
に
つ
い
て
分
析
す
る
。（
三
）
臨
済
が
修
行
者
へ
の
接
化
時
に

特
徴
的
に
用
い
た
「
信
」
と
「
信
不
及
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。

論
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
使
用
す
る
資
料
で
あ
る
が
、
臨
済
は
自
筆
、
も
し
く
は
自
ら
校
勘
し
た
書
を
残
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

彼
の
肉
声
に
よ
り
近
づ
き
得
る
、
最
も
古
い
資
料
に
基
づ
く
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
で
、『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
〇
、一
一
臨
済
章
所
収
の
臨

済
の
語
を
使
用
す
る
。
臨
済
の
語
を
収
録
す
る
資
料
と
し
て
は
、『
祖
堂
集
』
巻
一
九
臨
済
章
、『
宗
鏡
録
』
巻
九
八
の
引
用
、『
景
徳
伝

灯
録
』
巻
二
八
「
諸
方
広
語
」
が
あ
る
が
、『
天
聖
広
灯
録
』
の
も
の
が
最
も
古
形
を
残
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る）

（（
（

。

引
用
箇
所
は
、
い
わ
ゆ
る
通
行
本
『
臨
済
録
』
―
―
北
宋
の
宣
和
二
年
（
一
一
二
〇
）
に
円
覚
宗
演
（
生
没
年
未
詳
）
に
よ
り
重
刊
さ

れ
広
く
流
通
し
た
刊
本
―
―
の
上
堂
・
示
衆
・
勘
弁
に
あ
た
る
。

一
　
黄
檗
と
臨
済
の
思
想
的
相
違

ま
ず
黄
檗
と
臨
済
の
根
本
的
な
思
想
的
相
違
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
れ
に
よ
り
臨
済
の
思
想
的
特
徴
の
核
心
が
明
ら
か
と
な
る
。

両
者
は
『
首
楞
厳
経
』
の
同
じ
語
句
を
用
い
な
が
ら
も
、相
い
異
な
る
主
張
を
し
て
い
る）

（1
（

。
次
に
挙
げ
る
両
者
の
説
法
は
、『
首
楞
厳
経
』

巻
六
に
見
え
る
、明
澄
な
悟
り
の
本
性
を
説
く
偈
の
一
節
、「
元
依
り
一
精
明
、分
か
れ
て
六
和
合
と
成
る
（
元
依
一
精
明
、分
成
六
和
合
）」
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（T
19.131b

）
に
基
づ
き
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
黄
檗
の
説
法
を
以
下
に
挙
げ
る
。

所
言
同
是
一
精
明
、
分
為
六
和
合
。
一
精
明
者
一
心
也
。
六
和
合
者
六
根
也
。
此
六
根
各
与
塵
合
。
眼
与
色
合
、
耳
与
声
合
、
鼻
与

香
合
、
舌
与
味
合
、
身
与
触
合
、
意
与
法
合
、
中
間
生
六
識
為
十
八
界
。
若
了
十
八
界
無
所
有
、
束
六
和
合
為
一
精
明
。
一
精
明
者

即
心
也
。
学
道
人
皆
知
此
、
但
不
能
免
作
一
精
明
・
六
和
合
解
、
遂
被
法
縛
不
契
本
心
。�

（『
伝
心
法
要
』345b

）

所い
わ

言ゆ

る
「
同
じ
く
是
れ
一
精
明
、
分
れ
て
六
和
合
と
為
る
」
の
一
精
明
と
は
一
心
な
り
。
六
和
合
と
は
六
根
な
り
。
此
の
六
根
、
各お

の

お
の
塵
と
合
す
。
眼
は
色
と
合
し
、
耳
は
声
と
合
し
、
鼻
は
香
と
合
し
、
舌
は
味
と
合
し
、
身
は
触
と
合
し
、
意
は
法
と
合
し
、
中

間
に
六
識
を
生
じ
十
八
界
と
為な

る
。
若も

し
十
八
界
は
有
る
所
無
し
と
了
せ
ば
、
六
和
合
を
束
ね
て
一
精
明
と
為
す
。
一
精
明
と
は
即

ち
心
な
り
。
学
道
の
人
、
皆
な
此
れ
を
知
る
も
、
但
だ
一
精
明
・
六
和
合
の
解
を
作
す
こ
と
を
免
る
る
能
わ
ず
、
遂か

く

て
法
に
縛
せ
ら

れ
本
心
に
契
わ
ず
。

黄
檗
は
言
う
―
―
い
わ
ゆ
る
「
同
じ
く
是
れ
一
精
明
、
分
れ
て
六
和
合
と
為
る
」
の
う
ち
一
精
明
と
は
一
心
、
六
和
合
と
は
六
根
で
あ

る
。
こ
の
六
根
が
そ
れ
ぞ
れ
塵
（
＝
境
）
と
対
応
す
る
。
眼
根
は
色
境
と
対
応
し
、
耳
根
は
声
境
と
対
応
し
、
鼻
根
は
香
境
と
対
応
し
、

舌
根
は
味
境
と
対
応
し
、
身
根
は
触
境
と
対
応
し
、
意
根
は
法
境
と
対
応
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
に
六
識
を
生
じ
、
十
八
界
を
構
成
し

て
い
る
。
そ
の
十
八
界
を
無
い
も
の
で
あ
る
と
悟
れ
ば
、
六
和
合
が
束
ね
ら
れ
一
精
明
と
な
る
。
一
精
明
と
は
心
で
あ
る
。
修
行
者
は
皆

な
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
た
だ
一
精
明
・
六
和
合
と
い
う
よ
う
な
理
解
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
え
に
縛
ら
れ
本
心
と
契

合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。

唐代禅の思想展開 　4



こ
の
説
法
は
、
黄
檗
の
思
想
の
独
自
性
を
理
解
し
馬
祖
禅
か
ら
の
発
展
を
顕
著
に
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
黄
檗
は
、

仏
た
る
根
源
の
一
心
（
一
精
明
）
を
現
象
界
で
作
用
す
る
六
根
に
分
け
、
そ
の
分
か
れ
た
も
の
か
ら
覚
知
さ
れ
る
世
界
が
空
に
回
帰
し
て

は
じ
め
て
仏
た
る
心
が
現
前
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
次
に
同
じ
一
節
を
引
用
し
た
臨
済
の
説
法
を
以
下
に
挙
げ
よ
う
。

道
流
、
心
法
無
形
、
通
貫
十
方
、
在
眼
曰
見
、
在
耳
曰
聞
、
在
鼻
嗅
香
、
在
口
談
論
、
在
手
執
捉
、
在
足
雲
奔
。
本
是
一
精
明
分
為

六
和
合
。
一
心
既
無

4

4

4

4

、
随
処
解
脱
。
山
僧
恁
麽
説
、
意
在
什
麽
処
。
秖
為
道
流
一
切
馳
求
心
不
能
歇
。
上
他
古
人
閑
機
境
。

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、440a

）

道
流
よ
、
心
法
は
無
形
に
し
て
、
十
方
に
通
貫
す
。
眼
に
在
り
て
は
見
る
と
曰
い
、
耳
に
在
り
て
は
聞
く
と
曰
い
、
鼻
に
在
り
て
は

香
を
嗅
ぎ
、
口
に
在
り
て
は
談
論
し
、
手
に
在
り
て
は
執
捉
し
、
足
に
在
り
て
は
運
奔
す
。
本
よ
り
是
れ
一
精
明
、
分
か
れ
て
六
和

合
と
為
る
。
一
心
既
に
無
け
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

、
随
処
に
解
脱
せ
ん
。
山
僧
の
恁か

麽く

説
く
、
意
什い

麽ず

処こ

に
か
在
る
。
秖た

だ
道
流
の
一
切
の
馳
求
心

歇や

む
能
わ
ず
、
他
の
古
人
の
閑
機
境
に
上
る
が
為
な
り
。（
傍
点
筆
者
）

臨
済
は
言
う
―
―
諸
君
、
心
は
形
無
く
、
世
界
に
遍
満
し
て
い
る
。〔
心
の
は
た
ら
き
が
〕
眼
に
あ
れ
ば
見
て
、
耳
に
あ
れ
ば
聞
き
、

鼻
に
あ
れ
ば
香
を
嗅
ぎ
、
口
に
あ
れ
ば
話
を
し
、
手
に
あ
れ
ば
も
の
を
掴
み
、
足
に
あ
れ
ば
歩
く
。
い
わ
ゆ
る
「
本
よ
り
是
れ
一
精
明
、

分
れ
て
六
和
合
と
為
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
一
心
（
一
精
明
）
が
無
い
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
解
脱
し
て
い
る
の
だ
。
ワ
シ
が
こ

の
よ
う
に
説
く
の
は
、
諸
君
の
求
め
ま
わ
る
心
が
止
ま
ず
、
先
人
の
く
だ
ら
ぬ
御
託
に
惑
わ
さ
れ
て
お
る
か
ら
だ
。

臨
済
も
黄
檗
同
様
『
首
楞
厳
経
』
の
「
一
精
明
と
六
和
合
」
の
一
節
を
引
く
が
、
そ
の
方
向
性
が
違
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
黄
檗
が
「
一
心
」
を
「
一
精
明
」
と
「
六
和
合
」
に
二
分
し
た
上
で
、
有
相
な
る
後
者
か
ら
無
相
な
る
前
者

へ
、「
六
和
合
を
束
ね
て
一
精
明
と
為
」
し
回
帰
す
る
こ
と
で
一
心
が
現
前
す
る
と
説
く
の
に
対
し
、
臨
済
は
、
傍
点
箇
所
に
見
え
る
よ

う
に
「
一
心
既
無
」
と
、
黄
檗
が
空
に
回
帰
し
て
は
じ
め
て
現
前
す
る
「
一
心
」
が
、
無
い
こ
と
を
既
定
条
件
、
す
な
わ
ち
既
に
そ
う
で

あ
る
不
動
の
事
実
と
し
て
提
示
す
る
の
で
あ
る）

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
無
形
の
心
を
到
達
す
べ
き
目
的
地
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
べ
き

立
脚
点
と
し
て
提
示
す
る
点
に
、
黄
檗
と
は
異
な
る
臨
済
の
特
徴
が
見
て
取
れ
る）

（1
（

。
つ
ま
り
、
黄
檗
に
お
い
て
は
空
に
回
帰
す
る
こ
と
で
、

は
じ
め
て
得
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
境
地
が
、
臨
済
で
は
既
定
の
事
実
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
臨
済
は
一
心
か
ら
の
出
発
、
黄
檗
は
一
心
へ
の
収
束
と
い
う
明
ら
か
な
方
向
性
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

次
節
に
お
い
て
更
に
分
析
を
進
め
、
臨
済
が
馬
祖
禅
の
三
要
素
を
如
何
に
用
い
て
い
る
か
を
見
る
。
こ
れ
に
よ
り
臨
済
の
思
想
的
特
徴
が

よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
。

二
　
臨
済
に
お
け
る
馬
祖
禅
の
三
要
素

先
の
考
察
に
よ
り
、
臨
済
と
黄
檗
に
は
根
本
的
な
思
想
的
差
異
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
黄
檗
と
馬
祖
禅
の
創
始
者
た

る
馬
祖
と
の
間
に
も
思
想
的
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
は
馬
祖
禅
の
三
要
素
の
思
想
的
展
開
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
既
に
指
摘
し
て
い

る
（
小
川
太
龍
［
二
〇
一
七
］）。
そ
こ
で
、
黄
檗
と
の
相
違
が
明
確
で
あ
る
臨
済
に
お
い
て
、
馬
祖
禅
の
三
要
素
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ

れ
て
い
る
の
か
を
論
じ
る
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
臨
済
独
自
の
思
想
を
解
明
す
る
糸
口
が
明
ら
か
と
な
る
。

以
下
、
臨
済
の
語
に
お
け
る
、（
一
）「
即
心
是
仏
」、（
二
）「
作
用
即
性
」、（
三
）「
平
常
無
事
」
の
三
点
に
つ
き
分
析
す
る
。
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二
―
一
　
即
心
是
仏

ま
ず
、
馬
祖
禅
の
核
心
た
る
「
即
心
是
仏
」
―
―
他
な
ら
ぬ
こ
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
―
―
を
臨
済
は
ど
の
よ
う
に
継
承
し
用
い
て
い

る
の
か
を
確
認
す
る
。

以
下
に
挙
げ
る
臨
済
の
説
法
で
は
、
一
見
そ
れ
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
と
思
し
き
発
言
が
見
え
る
。

更
不
別
求
、
知
身
心
与
祖
仏
不
別
、
当
下
無
事
方
名
得
法
。�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、448a

）

更
に
別
に
求
め
ず
、
身
心
の
祖
仏
と
別
な
ら
ざ
る
を
知
っ
て
、
当
下
に
無
事
な
る
を
方は

じ

め
て
得
法
と
名
づ
く
。

臨
済
は
言
う
―
―
こ
の
身
体
と
心
が
仏
祖
と
外
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
悟
り
、
ま
さ
に
無
事
で
あ
る
こ
と
を
、
法
を
得
る
と
言
う
の

で
あ
る
。

臨
済
は
、「
身
心
」
が
「
祖
仏
」
に
外
な
ら
な
い
と
言
う
。
確
か
に
「
即
心
是
仏
」
に
通
じ
る
表
現
で
あ
る）

（1
（

。

と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
説
を
見
る
と
、
臨
済
の
考
え
が
必
ず
し
も
そ
う
単
純
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

問
、「
如
何
是
真
仏
・
真
法
・
真
道
。
乞
垂
開
示
。」
師
云
、「
仏
者
心
清
浄
是
。
法
者
心
光
明
是
。
道
者
処
処
無
礙
浄
光
是
。
三
即

一
皆
是
空
名
而
無
実
有
、
如
志
公
作
。
…
…
」�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、447b

）

問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
真
仏
・
真
法
・
真
道
。
乞
う
開
示
を
垂
れ
た
ま
え
」
と
。
師
云
く
、「
仏
と
は
、
心
清
浄
是
れ
な
り
。
法

と
は
心
光
明
是
れ
な
り
。
道
と
は
処
処
無
礙
浄
光
是
れ
な
り
。
三
即
ち
一
、
皆
な
是
れ
空
名
に
し
て
実
有
無
き
こ
と
、
志
公
の
作）

（1
（

の
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如
し
…
…
」
と
。

「
真
の
仏
」
を
問
わ
れ
て
臨
済
は
答
え
る
―
―
仏
と
は
心
が
清
浄
な
る
こ
と
だ
。
法
と
は
心
の
光
明
の
こ
と
だ
。
道
と
は
遮
ら
れ
る
こ

と
な
く
遍
満
し
て
い
る
浄
い
光
だ
。
そ
れ
ら
三
つ
は
結
局
一
つ
で
あ
り
、
宝
誌
和
尚
（
四
一
八
―
五
一
四
）
が
頌
に
言
う
と
お
り
、
全
て

実
体
の
な
い
空
名
に
す
ぎ
な
い
。

こ
こ
で
臨
済
は
、
心
の
清
浄
さ
と
い
う
あ
ら
わ
れ
が
仏
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
馬
祖
や
黄
檗
が
「
心
」
そ
の
も
の
が
「
仏
」

で
あ
る
と
明
言
す
る
の
に
対
し
、
臨
済
は
心
の
あ
ら
わ
れ
を
捉
え
て
仏
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
仏
と
は
心
の
清
浄
た
る
あ
ら
わ
れ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
次
に
挙
げ
る
、
仏
の
三
身
に
つ
い
て
そ
れ
が
心
の
三
種
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
と
い
う
説
法
か
ら
も
理
解
が
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

你
要
与
祖
仏
不
別
、
但
莫
外
求
。
一
念
心
上
清
浄
光
、
是
你
屋
裏
法
身
仏
。
你
一
念
心
上
無
分
別
光
、
是
你
屋
裏
報
身
仏
。
你
一
念

心
上
無
差
別
光
、
是
你
屋
裏
化
身
仏
。
此
三
種
身
是
你
今
目
前
聴
法
底
人
。�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、339b-440a

）

你
ら
祖
仏
と
別
な
ら
ざ
ら
ん
と
要ほ

っ

せ
ば
、
但
だ
外
に
求
む
る
莫
れ
。
一
念
心
上
の
清
浄
光
、
是
れ
你
が
屋
裏
の
法
身
仏
な
り
。
你
が

一
念
心
上
の
無
分
別
光
、
是
れ
你
が
屋
裏
の
報
身
仏
な
り
。
你
が
一
念
心
上
の
無
差
別
光
、
是
れ
你
が
屋
裏
の
化
身
仏
な
り
。
此
の

三
種
身
、
是
れ
你
今
目
前
に
聴
法
せ
る
底
の
人
な
り
。

い
わ
く
―
―
お
前
た
ち
、
仏
祖
と
同
じ
で
あ
り
た
い
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
決
し
て
外
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
お
前
の
一
念
心
か
ら
発

せ
ら
れ
る
清
浄
な
る
光
、
そ
れ
こ
そ
が
お
前
に
具
わ
る
法
身
仏
だ
。
お
前
の
一
念
心
か
ら
発
せ
ら
れ
る
無
分
別
の
光
、
そ
れ
こ
そ
が
お
前
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に
具
わ
る
報
身
仏
だ
。
お
前
の
一
念
心
か
ら
発
せ
ら
れ
る
無
差
別
の
光
、
そ
れ
こ
そ
が
お
前
に
具
わ
る
化
身
仏
だ
。
こ
の
三
種
の
仏
身
と

は
、
今
、
ワ
シ
の
面
前
で
説
法
を
聴
い
て
い
る
モ
ノ
に
外
な
ら
な
い
の
だ
。

こ
こ
で
臨
済
は
、
心
の
あ
ら
わ
れ
を
三
種
の
光
に
た
と
え）

（1
（

、
そ
れ
が
仏
だ
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
臨
済
は
、
無
条
件
に
心
が
仏
で
あ
る

こ
と
は
言
わ
ず
、
心
の
あ
ら
わ
れ
を
指
し
て
仏
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
即
今
当
処
に
お
い
て
法
を
聴
い
て
い
る
も
の
こ
そ

が
仏
に
外
な
ら
な
い
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

臨
済
は
、
一
見
す
る
と
「
即
心
是
仏
」
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
発
言
を
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
発
言
を
厳
密
に
見

る
と
、
臨
済
は
単
純
に
心
が
仏
で
あ
る
と
言
わ
ず
、
心
の
清
浄
さ
や
、
心
か
ら
発
せ
ら
れ
る
三
種
の
光
と
い
う
よ
う
に
、
心
の
あ
ら
わ
れ

を
仏
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

二
―
二
　
作
用
即
性

次
に
臨
済
に
お
け
る
「
作
用
即
性
」
説
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
即
心
是
仏
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
際
に
、
既
に
臨
済
の
「
作
用
即
性
」
に
つ
な
が
る
説
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仏
の
三

種
と
は
、「
今
目
前
に
聴
法
せ
る
底
の
人
」
で
あ
る
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
確
か
に
、「
法
を
聴
い
て
い
る
」
と
い
う
「
作
用
」
を
通
じ
て

悟
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
作
用
即
性
」
に
通
じ
る
手
法
を
こ
こ
か
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
臨
済
は
こ
の
よ
う
な
、「
今
説
法

を
聴
い
て
い
る
も
の
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
度
々
用
い
、
修
行
者
を
接
化
し
て
い
る
。

以
下
の
説
法
に
お
い
て
も
「
作
用
即
性
」
説
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

你
若
欲
得
生
死
去
住
脱
著
自
由
、
即
今
識
取
聴
法
底
人
。
無
形
無
相
、
無
根
無
本
、
無
住
処
、
活
撥
撥
地
。
応
是
万
種
施
設
、
用
処

秖
是
無
処
所
。
覓
著
転
遠
、
求
之
転
乖
、
号
之
為
秘
密
。�
（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、442a

）
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你
、
若
し
生
死
に
去
住
・
脱
著
自
由
な
ら
ん
と
欲ほ

得っ

せ
ば
、
即
今
、
聴
法
底
の
人
を
識
取
せ
よ
。
形
無
く
相
無
く
、
根
無
く
本
無
く
、

住
処
無
く
、
活
撥
撥
地
た
り
。
応お

是よ

そ
万
種
の
施
設
、
用
処
は
秖た

だ
是
れ
処
所
無
し
。
覓も

著と

む
れ
ば
転う

た

た
遠
く
、
之
を
求
む
れ
ば
転う

た

た
乖そ

む

く
、
之
を
号
し
て
秘
密
と
為
す
。

臨
済
は
言
う
―
―
お
前
が
も
し
生
死
に
対
し
て
自
由
自
在
に
な
ろ
う
と
思
う
な
ら
、
た
だ
今
ワ
シ
の
説
法
を
聴
い
て
い
る
そ
の
も
の
を

見
て
取
れ
。
そ
れ
は
姿
形
な
く
、
根
本
も
な
く
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
ぴ
ち
ぴ
ち
と
は
た
ら
い
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
は
た
ら
き
は
、

定
ま
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
な
い
。
こ
れ
を
探
そ
う
と
す
れ
ば
ま
す
ま
す
遠
く
な
り
、
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
ま
す
ま
す
背
く
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
こ
そ
が
秘
密
で
あ
る
。

臨
済
は
、
生
死
を
超
え
る
に
は
、「
活
撥
撥
（
ぴ
ち
ぴ
ち
）」
と
は
た
ら
く
、
今
、
法
を
聴
い
て
い
る
も
の
を
見
て
取
れ
と
要
求
す
る
。

こ
れ
は
「
作
用
即
性
」
に
通
じ
る
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
馬
祖
が
「
祇い

今ま

語
言
す
る
、
即
ち
是
れ
汝
が
心
な
り
…
…
見
聞
覚

知
す
る
は
、
元
よ
り
是
れ
汝
が
本
性
に
し
て
、
亦
た
本
心
と
も
名
づ
く
。」（『
宗
鏡
録
』
巻
一
四T

48-492a

）
と
言
い
、
黄
檗
が
「
即ま

さ

し

く
如い

今ま

言
語
す
る
者
、
正
に
是
れ
汝
が
心
な
り
」（『
伝
心
法
要
』353a

）
と
言
っ
た
よ
う
な
、「
今
言
語
す
る
者
こ
そ
本
性
で
あ
り
、
心

で
あ
る
」
と
い
う
直
截
的
な
「
作
用
即
性
」
の
表
現
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
臨
済
は
、
作
用
が
性
で
あ
り
心
で
あ
る
と
明
言

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

次
の
語
も
前
述
の
説
法
と
同
じ
く
、「
作
用
即
性
」
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、「
作
用
」
が
「
心
」
で
あ
り
「
本

性
」
で
あ
る
と
い
う
直
截
的
な
表
現
を
用
い
て
い
な
い
。

你
但
信
現
今
用
底
、
一
箇
事
也
無
。�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、443a

）
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你
、
但も

し
現い

ま今
用は

た
らく

底
を
信
ぜ
ば
、
一
箇
の
事
も
也ま

た
無
し
。

い
わ
く
―
―
お
前
が
も
し
、
今
は
た
ら
く
作
用
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
欠
け
る
も
の
は
何
も
な
い
。

臨
済
が
作
用
を
通
し
て
開
悟
へ
向
か
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
用
が
「
心
」
で
あ
り
「
仏
」
で
あ

る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。「
作
用
は
『
心
』
で
あ
り
、『
本
性
』
で
あ
る
」
と
明
言
す
る
馬
祖
や
黄
檗
と
は
言
葉
の
上
で
隔
た
り
が
あ
る

の
で
あ
る
。

二
―
三
　
平
常
無
事

最
後
に
臨
済
の
語
に
見
え
る
「
平
常
無
事
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

現
存
す
る
文
献
を
見
る
限
り
、「
平
常
無
事
」
と
い
う
語
は
、
臨
済
が
初
め
て
用
い
た
語
で
あ
る
。
臨
済
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

師
又
云
、「
仏
法
無
用
功
処
。
秖
是
平
常
無
事
。
屙
屎
送
尿
著
衣
喫
飯
困
来
即
臥
。
愚
人
笑
我
、
智
乃
知
焉
。
…
…
。」

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、441a

）

師
、
又
た
云
く
、「
仏
法
は
功
を
用
う
る
処
無
し
。
秖た是
だ
平
常
無
事
な
る
の
み
。
屙
屎
送
尿
・
著
衣
喫
飯
・
困
じ
来
た
ら
ば
即
ち

臥
す
。
愚
人
は
我
を
笑
う
も
、
智
は
乃
ち
焉こ

れ

を
知
る
。
…
…
」
と
。

臨
済
は
言
う
―
―
仏
法
は
造
作
を
用
い
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
平
常
無
事
で
あ
る
の
み
だ
。
糞
を
た
れ
小
便
を
し
、
着
物
を

着
て
飯
を
喰
ら
い
、
眠
く
な
っ
た
ら
寝
る
。
こ
れ
を
愚
か
者
は
笑
う
が
、
智
者
は
分
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
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臨
済
は
、
作
為
的
に
求
め
る
こ
と
な
く
、
自
然
に
た
だ
あ
り
の
ま
ま
日
々
を
過
ご
す
こ
と
こ
そ
、
仏
法
で
あ
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、

平
常
無
事
で
あ
れ
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
臨
済
は
、
平
常
無
事
で
あ
る
こ
と
を
体
現
す
る
人
物
を
文
字
通
り
、「
無
事
の
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。

以
下
の
よ
う
に
言
う
。

道
流
、
約
山
僧
見
処
与
釈
迦
不
別
。
毎
日
多
般
用
処
、
欠
少
什
麽
。
六
道
神
光
未
曽
間
歇
。
若
能
如
是
見
得
、
秖
是
一
生
無
事
人
。

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、439b

）

道
流
よ
、
山
僧
の
見
処
に
約
さ
ば
釈
迦
と
別
な
ら
ず
。
毎
日
多
般
の
用
処
、
什な

麽に

を
か
欠
少
す
。
六
道
の
神
光
、
未
だ
曽
て
間
歇
せ

ず
。
若
し
能
く
是
く
の
如
く
見
得
れ
ば
、
秖た

だ
是
れ
一
生
無
事
の
人
な
り
。

い
わ
く
―
―
諸
君
、
ワ
シ
の
見
解
に
よ
れ
ば
皆
な
釈
尊
と
違
わ
な
い
。
毎
日
の
様
々
な
行
い
は
、
何
が
欠
け
て
い
る
と
言
う
の
か
。
自

己
の
六
根
の
は
た
ら
き
が
、
途
切
れ
た
こ
と
は
未
だ
か
つ
て
一
度
も
な
い
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
れ

こ
そ
一
生
涯
、
無
事
の
人
で
あ
る
。

六
根
を
作
用
さ
せ
日
々
当
た
り
前
の
生
活
を
す
る
、
つ
ま
り
「
平
常
無
事
」
に
あ
る
こ
と
を
見
て
取
り
体
得
し
た
者
こ
そ
が
「
無
事
の

人
」
な
の
で
あ
る）

（1
（

。
な
お
、こ
こ
に
見
え
る
「
無
事
の
人
」
は
、他
所
に
お
い
て
、「
仏
と
祖
師
は
是
れ
無
事
の
人
（
仏
与
祖
師
是
無
事
人
）」

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、443a

）
と
見
え
る
よ
う
に
、
仏
や
祖
師
と
等
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
臨
済
は
新
た
に
、こ
の
「
無
事
の
人
」
が
持
つ
「
平
常
無
事
を
体
現
す
る
」
と
い
う
側
面
を
強
調
し
擬
人
化
し
た
語
と
し
て
、「
無

依
の
道
人
」、「
無
位
の
真
人
」
と
も
言
う
の
で
あ
る）

（1
（

。
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そ
れ
で
は
、「
無
依
の
道
人
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
平
常
無
事
」
を
体
現
す
る
と
い
う
要
素
を
含
む
語
で
あ
る
こ
と
を
以
下
の
説
法

か
ら
確
認
し
よ
う
。

大
徳
、
覓
什
麽
物
。
現
今
目
前
聴
法
無
依
道
人
、
歴
歴
地
分
明
、
未
曽
欠
少
。
你
若
欲
得
与
祖
仏
不
別
、
但
如
是
見
。
不
用
疑
誤
。

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、443b

）

大
徳
よ
、
什な

に
麽
物
を
か
覓も

と

む
。
現
今
目
前
に
法
を
聴
く
無
依
の
道
人
、
歴
歴
地
に
分
明
に
し
て
、
未
だ
曽
て
欠
少
せ
ず
。
你
若
し
祖

仏
と
別
な
ら
ざ
ら
ん
と
欲ほ

得っ

せ
ば
、
但
だ
是
く
の
如
く
見
よ
。
疑
誤
を
用
い
ざ
れ
。

臨
済
は
言
う
―
―
諸
君
、
何
を
求
め
る
と
言
う
の
か
。
今
面
前
で
ワ
シ
の
法
を
聴
く
何
に
も
依
ら
な
い
人
、
そ
れ
は
あ
り
あ
り
と
こ
こ

に
あ
り
、
何
ら
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
も
し
祖
仏
と
同
じ
で
あ
り
た
い
と
思
う
な
ら
、
た
だ
こ
の
よ
う
に
見
よ
。
間
違
っ
て
は
な
ら
な

い
。法

を
聴
く
と
い
う
あ
る
が
ま
ま
の
は
た
ら
き
を
す
る
「
無
依
の
道
人
」、
こ
れ
こ
そ
あ
り
あ
り
と
は
た
ら
き
、
欠
け
る
こ
と
の
な
い
仏

で
あ
る
と
い
う
。
臨
済
は
、「
平
常
無
事
」
を
実
践
し
、
仏
と
等
置
さ
れ
る
、
活
き
活
き
と
作
用
を
は
た
ら
か
せ
る
モ
ノ
を
擬
人
化
し
、「
無

依
の
道
人
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
臨
済
は
こ
の
よ
う
に
「
平
常
無
事
」
を
体
現
し
た
人
物
像
を
提
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
固
定
化
、
概
念
化
し
、
定
立
す
る

こ
と
を
強
く
否
定
し
て
い
る
。
そ
れ
を
あ
ら
わ
し
た
の
が
、
以
下
に
挙
げ
る
か
の
有
名
な
「
無
位
の
真
人
」
の
上
堂
で
あ
る）

11
（

。

上
堂
云
、「
赤
肉
団
上
有
一
無
位
真
人
、
常
従
汝
等
諸
人
面
門
出
入
。
未
証
拠
者
看
看
。」
時
有
僧
出
問
、「
如
何
是
『
無
位
真
人
』。」
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師
下
禅
牀
把
住
云
、「
道
道
。」
僧
擬
議
、
師
拓
開
云
、「
無
位
真
人
是
什
麽
乾
屎
橛
」
便
帰
方
丈
。

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
〇
臨
済
章
、435b-436a

）

上
堂
し
て
云
く
、「
赤
肉
団
上
に
一
無
位
の
真
人
有
り
て
、常
に
汝
等
諸
人
の
面
門
従よ

り
出
入
す
。
未
だ
証
拠
せ
ざ
る
者
は
看
よ
看
よ
」

と
。
時
に
僧
有
り
て
出
て
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
『
無
位
の
真
人
』」
と
。
師
、禅
牀
を
下お

り
把
住
し
て
云
く
、「
道い

え
道
え
」
と
。

僧
擬
議
す
、
師
拓
開
し
て
云
く
、「
無
位
の
真
人
、
是
れ
什な

麽ん

た
る
乾
屎
橛）

1（
（

ぞ
」
と
。
便す

な
わち

方
丈
に
帰
る
。

臨
済
は
上
堂
し
て
言
う
―
―
「
肉
体
に
『
無
位
の
真
人
』（
何
に
も
既
定
で
き
な
い
悟
道
の
人
）
が
あ
り
、
常
に
お
前
た
ち
の
六
根
か

ら
出
入
り
し
て
い
る
。
ま
だ
確
か
め
て
い
な
い
者
は
と
く
と
見
よ
」。
そ
こ
で
一
人
の
僧
が
進
み
出
て
、「『
無
位
の
真
人
』と
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
」
と
問
う
た
。
す
る
と
臨
済
は
禅
牀
か
ら
下
り
僧
を
掴
ま
え
て
言
っ
た
、「
さ
あ
言
え
、
さ
あ
言
え
」。
僧
が
何
か
言
お
う
と
す
る
や

い
な
や
臨
済
は
突
き
放
し
、「
せ
っ
か
く
の
『
無
位
の
真
人
』
が
な
ん
た
る
ク
ソ
同
然
の
体
た
ら
く
か
」
と
言
う
や
、方
丈
に
引
き
上
げ
た
。

こ
こ
で
臨
済
は
、
六
根
を
通
し
て
は
た
ら
く
、「
無
位
の
真
人
」
を
提
示
し
た
上
で
、
そ
れ
が
他
な
ら
ぬ
自
己
自
身
で
あ
る
こ
と
を
体

認
せ
よ
と
迫
る
。
こ
こ
で
も
「
平
常
無
事
」
を
体
現
し
た
人
物
像
と
し
て
「
無
位
の
真
人
」
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る）

11
（

。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
そ
の
「
無
位
の
真
人
」
と
は
何
で
あ
る
か
を
問
い
か
け
た
僧
に
、「
無
位
の
真
人
」
を
示
せ
と
迫
り
、
言
葉
に
し
よ
う
と
し

た
僧
を
痛
烈
に
否
定
し
罵
倒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

臨
済
は
、「
平
常
無
事
」
を
説
き
、「
平
常
無
事
」
を
体
現
す
る
人
物
を
「
無
事
の
人
」
と
呼
ぶ
の
み
な
ら
ず
、
新
た
に
「
無
位
の
真
人
」

と
い
う
理
想
像
を
提
示
す
る
。
し
か
し
そ
れ
を
問
い
、
言
葉
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
拒
絶
す
る
の
で
あ
る
。
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二
―
四
　
小
結

臨
済
に
継
承
さ
れ
る
馬
祖
禅
の
三
要
素
―
―
「
即
心
是
仏
」、「
作
用
即
性
」、「
平
常
無
事
」
―
―
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

先
行
研
究
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
臨
済
が
馬
祖
禅
の
三
要
素
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、「
即
心

是
仏
」、「
作
用
即
性
」
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
的
継
承
が
あ
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
が
、「
心
」
が
「
仏
」
で
あ
る
、「
作
用
」
が
「
心
」

で
あ
る
と
い
う
直
截
的
な
明
言
を
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
平
常
無
事
」
の
み
を
明
言
し
、
そ
れ
を
擬
人
化
し
て
「
無
事
の
人
」、「
無

依
の
道
人
」、「
無
位
の
真
人
」
と
多
く
の
語
で
提
示
す
る
が
、
こ
れ
も
「
無
位
の
真
人
」
の
考
察
か
ら
知
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
問
う
こ

と
は
拒
絶
す
る
の
で
あ
っ
た
。

黄
檗
は
馬
祖
の
三
要
素
に
つ
い
て
、
す
べ
て
を
明
言
す
る
が
、「
作
用
即
性
」
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
は
否
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た）
11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
臨
済
は
馬
祖
禅
の
三
要
素
に
対
し
て
、
黄
檗
と
は
異
な
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
臨
済
の
三
要
素
に
対
す
る
態
度
は
、
彼
の
「
一
心
既
無
」
と
い
う
思
想
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

馬
祖
と
黄
檗
の
三
要
素
の
展
開
の
相
違
は
、
両
者
の
思
想
的
差
違
に
起
因
し
て
お
り
、
臨
済
と
黄
檗
に
お
け
る
三
要
素
の
展
開
も
相
違
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
点
を
確
認
す
べ
く
節
を
改
め
、
臨
済
が
修
行
者
へ
の
接
化
時
に
特
徴
的
に
用
い
た
「
信
」
と
「
信
不
及
」
と
い
う
語
を
分

析
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
臨
済
の
「
一
心
既
無
」
と
い
う
思
想
が
彼
の
思
想
の
根
幹
を
な
し
、
そ
れ
が
三
要
素
の
展
開
に
影
響
を
与

え
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
彼
の
思
想
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
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三
　
信
と
信
不
及

臨
済
の
思
想
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
の
が
、
彼
が
た
び
た
び
修
行
者
へ
求
め
た
「
信
」
で
あ
る
。
臨
済
は
先
の
分
析
で
、「
今
は

た
ら
く
作
用
を
信
じ
る

4

4

4

な
ら
ば
、
欠
け
る
も
の
は
何
も
な
い
。」
と
言
う
よ
う
に
悟
入
す
る
に
あ
た
り
、「
信
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
反
対
に
「
信
不
及
」
―
―
信
じ
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
―
―
で
あ
れ
ば
、
迷
い
に
お
ち
い
る
と
言
う
。

こ
れ
は
臨
済
に
の
み
見
え
る
論
理
で
は
な
く
、
馬
祖
も
「
信
」
と
「
不
信
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

毎
謂
衆
曰
、「
汝
今
各
信
自
心
是
仏
、
此
心
即
是
仏
心
。
…
…
又
数
引
楞
伽
経
文
以
印
衆
生
心
地
、
恐
汝
顛
倒
不
自
信
。
…
…
。」

（『
祖
堂
集
』
巻
一
四
、
馬
祖
章
・514

）

毎つ
ね

に
衆
に
謂
い
て
云
く
、「
汝
ら
今
、
各
お
の
自
心
は
是
れ
仏
、
此
の
心
は
即
ち
仏
心
な
り
と
信
ぜ
よ

4

4

4

。
…
…
又
た
数し

ば
しば

楞
伽
経
文

を
引
き
て
以
て
衆
生
の
心
地
を
印し

る

す
は
、
汝
ら
の
顛
倒
し
て
自
ら
信
ぜ
さ
る

4

4

4

4

を
恐
る
れ
ば
な
り
。
…
…
」
と
。（
傍
点
筆
者
）

馬
祖
は
常
々
修
行
者
に
言
っ
た
―
―
諸
君
、
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
心
が
仏
で
あ
り
、
こ
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
と
信
じ
よ
。
…
…
〔
達
磨

が
〕『
楞
伽
経
』
に
よ
っ
て
人
々
の
心
が
〔
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
〕
と
証
明
し
た
の
は
、
お
前
た
ち
が
間
違
っ
て
自
身
を
信
じ
な
い
こ
と

を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…

馬
祖
は
「
即
心
是
仏
」
を
信
じ
れ
ば
悟
り
、
信
じ
な
け
れ
ば
迷
う
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
信
は
悟
り
へ
の
道
で
あ
り
、
不

信
は
迷
い
に
到
る
原
因
、
同
時
に
信
は
悟
り
そ
の
も
の
、
不
信
は
迷
い
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
、
臨
済
に
の
み
見
え
る
も
の
で
は
な
い
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の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
臨
済
は
「
信
」
と
「
信
不
及
」
を
特
に
強
調
し
繰
り
返
し
説
い
て
お
り
、
こ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想
を

知
る
上
で
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
臨
済
に
お
け
る
（
一
）「
信
」、（
二
）「
信
不
及
」
に
つ
き
分
析
す
る
。
こ
の
一
連
の
分
析

に
よ
り
、
臨
済
が
馬
祖
禅
の
三
要
素
を
語
句
と
し
て
明
言
し
な
か
っ
た
理
由
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、「
一
心
既
無
」
と
い
う
思
想

が
臨
済
の
思
想
構
造
の
根
底
に
位
置
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

三
―
一
「
信
」

ま
ず
以
下
に
、
臨
済
が
修
行
者
へ
対
し
て
「
信
」
を
求
め
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

如
今
学
道
人
且
要
自
信
。
莫
向
外
覓
。
総
上
他
閑
塵
境
、
都
不
弁
邪
正
。
秖
如
「
有
祖
有
仏
」、
皆
是
教
迹
中
事
。

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、442b

）

如
今
の
学
道
人
は
且
く
自
ら
信
ぜ
ん
こ
と
を
要
す
。
外
に
向
い
て
覓
む
る
莫
か
れ
。
総
て
他
の
閑
塵
境
に
上
り
、
都
て
邪
正
を
弁
ぜ

す
。「
祖
有
り
仏
有
り
」
と
い
う
が
秖ご

如と

き
は
、
皆
な
是
れ
教
迹
中
の
事
な
り
。

臨
済
は
言
う
―
―
今
、
道
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
は
自
ら
を
信
じ
よ
。
外
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
古
人
の
カ
ラ
ク
リ
に
騙
さ
れ
、
全
く

正
邪
を
見
分
け
ら
れ
な
く
な
る
。「
達
磨
が
あ
り
、
仏
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
全
て
経
典
の
中
の
こ
と
だ
け
だ
。

こ
の
よ
う
に
臨
済
は
「
信
」
を
要
求
す
る
の
み
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
細
か
な
説
明
は
し
て
い
な
い
。
と
に
か
く
「
外
に
求
め
る
こ
と
な

く
」、
前
述
に
も
言
う
よ
う
に
、「
你
、
但も

し
現い

ま今
用は

た
らく

底
を
信
ぜ
ば

4

4

4

、
一
箇
の
事
も
也ま

た
無
し
」
と
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
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臨
済
が
「
信
」
に
つ
い
て
詳
述
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
確
固
た
る
理
由
が
あ
る
。

三
―
二
「
信
不
及
」

臨
済
は
「
信
」
を
説
く
が
、
修
行
者
た
ち
は
事
簡
単
に
「
信
じ
る
」
こ
と
が
叶
わ
な
い
。
臨
済
は
そ
の
よ
う
な
修
行
者
の
状
況
を
描
写

し
て
「
信
不
及
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。「
信
不
及
」
と
は
当
時
の
俗
語
で
、「
信
じ
き
れ
な
い
」
の
意
。「
不
及
」
と
は
動
作
が
そ
こ
に

い
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
意
の
結
果
補
語
で
あ
る
。

臨
済
は
以
下
の
よ
う
に
「
信
不
及
」
で
あ
れ
ば
迷
い
に
お
ち
い
る
と
言
う
。

為
你
信
不
及
、
所
以
今
日
葛
藤
。�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
〇
臨
済
章
、438a

）

你
の
信
不
及
な
る
が
為
に
、
所
以
に
今
日
葛
藤
す
。

い
わ
く
―
―
お
前
が
自
身
を
信
じ
き
れ
な
い
か
ら
、
今
日
も
囚
わ
れ
て
よ
け
い
に
複
雑
に
し
て
い
る
の
だ
。

臨
済
は
信
じ
き
れ
な
い
か
ら
、
言
葉
を
ひ
ね
く
り
ま
わ
し
、
か
え
っ
て
複
雑
に
し
て
迷
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
臨
済
の
説
法
に

は
、「
信
不
及
」
と
い
う
語
が
五
箇
所
見
え
、
そ
れ
を
「
病
不
自
信
の
処
」、「
人
惑
を
受
く
」
と
も
表
現
し
、
繰
り
返
し
修
行
者
へ
注
意

を
促
す
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
彼
が
修
行
者
に
対
し
て
、「
信
不
及
」
の
結
果
、「
外
に
言
句
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
繰
り
返
し
警
告
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
よ
う
。

次
に
挙
げ
る
臨
済
の
二
種
の
説
法
は
、
具
体
的
に
「
名
句
」、「
文
字
の
名
相
」
と
い
う
語
を
用
い
て
そ
れ
を
説
い
て
い
る
。
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学
人
信
不
及
、
便
向
名
句
上
生
解
。�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、446b

）

学
人
、
信
不
及
に
し
て
、
便す

な
わち

名
句
上
に
向お

い
て
解
を
生
ず
。

い
わ
く
―
―
修
行
者
は
、
信
じ
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、
名
辞
・
言
句
の
う
え
で
理
屈
を
ひ
ね
り
出
す
。

臨
済
は
修
行
者
が
自
身
を
「
信
じ
き
れ
な
い
」
か
ら
文
字
を
求
め
そ
れ
に
囚
わ
れ
迷
う
の
で
あ
る
と
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

次
の
説
法
で
は
、
外
に
向
か
う
こ
と
を
否
定
し
、
た
と
え
何
か
を
得
た
と
思
っ
て
も
、
文
字
上
の
こ
と
で
あ
り
、
真
の
悟
り
で
は
な
い

と
い
う
。

你
欲
得
識
祖
麽
。
秖
你
面
前
聴
法
底
是
。
学
人
信
不
及
、
便
向
外
馳
求
。
設
求
得
者
、
皆
是
文
字
名
相
、
終
不
得
他
活
祖
意
。

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、439b

）

你
祖
を
識
ら
ん
と
欲ほ

っ得
す
麽や

。
秖
に
你
、
面
前
に
聴
法
せ
る
底
是
れ
な
り
。
学
人
、
信
不
及
に
し
て
、
便す

な
わち

外
に
向
か
っ
て
馳
求
す
。

設た
と

い
求
め
得
た
る
も
、
皆
な
是
れ
文
字
の
名
相
に
し
て
、
終つ

い

に
他か

の
活
祖
意
を
得
ず
。

い
わ
く
―
―
お
前
は
達
磨
を
識
り
た
い
か
。
そ
れ
は
、
ワ
シ
の
面
前
で
説
法
を
聴
い
て
い
る
お
前
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
修
行
者

が
そ
れ
を
信
じ
き
れ
な
い
が
故
に
、
外
に
向
か
っ
て
求
め
回
る
の
だ
。
た
と
え
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
て
文
字
上
の

こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
活
き
た
達
磨
の
意
で
は
な
い
。

臨
済
は
修
行
者
が
、「
今
法
を
聴
い
て
い
る
そ
の
モ
ノ
」
こ
そ
が
祖
師
で
あ
る
と
い
う
疑
い
よ
う
の
な
い
既
定
の
「
事
実
」
を
信
じ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
外
に
求
め
回
っ
て
い
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
も
し
「
こ
れ
だ
」
と
い
う
も
の
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
結
局
、「
文
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字
上
・
語
句
の
レ
ベ
ル
」
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
臨
済
は
、「
信
不
及
」
の
結
果
、
外
に
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
名
辞
・
言
句
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ

れ
を
臨
済
は
、「
表
顕
名
句
」「
名
字
」
等
、
言
葉
を
か
え
つ
つ
繰
り
返
し
警
告
す
る
の
で
あ
る
。

臨
済
は
「
文
字
の
名
相
」「
名
句
」
と
は
、「
信
不
及
」
の
結
果
、
追
い
求
め
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
今
日
の
目

か
ら
す
る
と
一
見
、
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
前
提
と
し
て
次
の
よ
う
な
理
解
が
あ
る
。

以
下
の
説
法
に
お
い
て
臨
済
は
、
名
句
と
は
他
な
ら
ぬ
自
己
自
身
が
作
り
出
し
て
い
る
と
言
う
。

且
名
句
不
自
名
句
、
還
是
你
目
前
昭
昭
霊
霊
、
鑑
覚
聞
知
照
燭
底
、
安
一
切
名
句
。�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、488b

）

且
つ
名
句
は
自
ら
名
句
な
ら
ず
、
還
っ
て
是
れ
你
目
前
に
昭
昭
霊
霊
と
し
て
、
鑑
覚
聞
知
し
照
燭
す
る
底
、
一
切
の
名
句
を
安お

く
。

い
わ
く
―
―
名
句
は
そ
れ
自
体
で
名
句
に
な
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
お
前
と
い
う
ワ
シ
の
目
の
前
で
、
は
っ
き
り
と
見
聞

覚
知
を
は
た
ら
か
せ
て
世
界
を
照
ら
し
て
い
る
者
が
、
全
て
の
名
句
を
作
り
出
し
て
い
る
の
だ
。

臨
済
は
仏
の
は
た
ら
き
で
あ
る
作
用
を
し
て
い
る
他
な
ら
ぬ
自
己
自
身
が
、
そ
れ
を
自
覚
せ
ず
勝
手
に
名
辞
・
言
句
を
作
り
出
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

修
行
者
は
「
信
不
及
」
の
結
果
、
外
に
「
名
句
」
を
求
め
迷
う
。
し
か
し
、「
名
句
」
と
は
も
と
も
と
あ
る
も
の
で
は
な
く
、「
信
不
及
」

で
あ
る
自
己
自
身
が
作
り
出
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
名
句
」
と
は
、
本
来
一
切
空
で
あ
る
は
ず
の
世
界
を
勝
手
に
切
り
取
り
概
念
化
、
対
象
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
来
空
で
あ
る
こ
と
を
臨
済
は
、「
一
心
既
無
」
と
明
言
し
て
い
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、「
仏
」
や
「
衆
生
」
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
「
無
」
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で
あ
り
、
概
念
化
、
対
象
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

仏
与
魔
是
染
浄
二
境
、
約
山
僧
見
処
、
無
仏
無
衆
生
、
無
古
無
今
。
得
者
便
得
、
不
歴
時
節
。
無
修
無
証
、
無
得
無
失
。
一
切
時
中
、

更
無
別
法
。
設
有
一
法
過
此
者
、
我
説
如
夢
如
化
。
山
僧
所
説
皆
是
。�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、441a-b

）

仏
と
魔
は
是
れ
染
浄
の
二
境
な
る
も
、
山
僧
が
見
処
に
約
さ
ば
、
仏
も
無
く
衆
生
も
無
く
、
古
え
も
無
く
今
も
無
し
。
得
る
者
は
便す

な
わ

ち
得
た
り
、
時
節
を
歴
ず
。
修
す
る
こ
と
も
無
く
証
す
る
こ
と
も
無
く
、
得
る
こ
と
も
無
く
失
う
こ
と
も
無
し
。
一
切
時
中
、
更
に

別
法
無
し
。
設
い
一
法
の
此
れ
に
過
ぎ
た
る
者
有
る
る
と
も
、
我
は
夢
の
如
く
化
の
如
し
と
説
わ
ん
。
山
僧
の
所
説
は
皆
な
是
れ
な

り
。

い
わ
く
―
―
仏
と
魔
は
清
浄
と
汚
染
と
い
う
異
な
る
立
場
と
さ
れ
る
が
、
ワ
シ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
仏
も
無
く
衆
生
も
無
く
、
過
去
も

無
く
現
在
も
無
い
。
分
か
る
者
は
た
ち
ま
ち
に
分
か
り
、
時
間
を
隔
て
な
い
。
修
行
も
無
く
悟
り
も
無
く
、
得
失
も
無
い
。
こ
の
他
に
真

理
は
無
い
。
た
と
え
、
こ
れ
よ
り
勝
っ
た
見
解
が
あ
る
と
い
っ
た
と
し
て
も
、
ワ
シ
は
そ
ん
な
も
の
夢
や
幻
だ
と
断
じ
る
。
ワ
シ
の
説
く

と
こ
ろ
は
全
て
こ
れ
だ
。

臨
済
は
、
仏
や
衆
生
、
時
間
も
修
行
も
悟
り
も
な
い
と
明
確
に
断
じ
て
い
る）

11
（

。
つ
ま
り
臨
済
は
、
世
界
は
既
に
空
で
あ
る
か
ら
、
概
念

化
、
対
象
化
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
修
行
者
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
に
、
こ
の
本
来
な
い
も
の
を
概
念
化
、
対
象
化
し
て
そ
こ
に
滞
る
の
で
あ
る
。

こ
の
概
念
化
、
対
象
化
す
る
こ
と
を
臨
済
は
「
名
句
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

臨
済
は
以
下
の
説
法
に
お
い
て
明
確
に
、「
仏
」
と
は
「
名
句
」
で
あ
る
と
提
示
し
て
い
る
。
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秖
擬
求
仏
、
仏
是
名
句
。�

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、440b

）

秖
だ
仏
を
求
め
ん
と
擬ほ

っ

す
も
、
仏
は
是
れ
名
句
な
り
。

臨
済
は
、
仏
は
「
名
句
」
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
先
に
、「『
祖
有
り
仏
有
り
』
と
い
う
が
秖ご

如と

き
は
、
皆
な
是
れ
教
迹
中
の
事
な

り
。」
と
も
、「
仏
が
清
浄
心
で
あ
る
」
と
言
っ
た
後
に
そ
れ
さ
え
も
「
実
体
の
な
い
空
名
」
で
あ
る
と
も
説
い
て
い
た
。
本
来
無
な
る
「
仏
」

を
対
象
化
し
た
途
端
に
「
仏
」
と
い
う
名
句
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
―
三
　
小
結

一
連
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

臨
済
は
、
信
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。
し
か
し
修
行
者
は
「
信
不
及
」
の
た
め
に
、
外
へ
向
か
っ
て
名
辞
・
言
句
た
る
「
名
句
」
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
、
迷
い
に
お
ち
い
る
。
し
か
し
こ
の
「
名
句
」
と
は
、
も
と
も
と
あ
る
の
で
は
な
く
、「
信
不
及
」
な
る
こ
と
に
よ
り
、

他
な
ら
ぬ
自
己
自
身
で
作
り
あ
げ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
信
不
及
」
と
は
「
迷
」
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。

逆
説
的
に
言
え
ば
、
本
来
無
で
あ
る
も
の
を
概
念
化
、
対
象
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
、「
名
句
」
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
名

句
」
を
立
て
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
信
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
臨
済
の
言
う
悟
り
へ
の
道
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
臨
済
が
修
行
者
に
求

め
た
こ
と
は
、
信
じ
る
こ
と
、
そ
れ
は
概
念
化
、
対
象
化
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、「
悟
」
そ
の
も
の
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
前
述
の
臨
済
が
「
信
」
に
つ
い
て
詳
述
し
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
述
す
る
こ
と
は
、「
名
句
」
を
立
て
る

こ
と
に
外
な
ら
ず
、「
信
」
―
―
悟
り
―
―
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
臨
済
は
「
信
」
を
説
く
以
上
、
言
句
に
よ
る
細
か
な
説
明
を
行

わ
な
い
の
で
あ
る
。

唐代禅の思想展開 　22



ま
た
「
無
位
の
真
人
」
を
問
う
こ
と
を
拒
絶
し
た
こ
と
も
こ
れ
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

臨
済
は
「
赤
肉
団
上
に
一
無
位
の
真
人
有
り
て
、
常
に
汝
等
諸
人
の
面
門
従よ

り
出
入
す
。
未
だ
証
拠
せ
ざ
る
者
は
看
よ
看
よ
」
と
、「
無

位
の
真
人
」
と
い
う
「
平
常
無
事
」
を
体
現
す
る
人
物
像
を
提
示
し
、
己
が
身
上
に
そ
れ
を
信
じ
看
取
せ
よ
と
言
う
。
し
か
る
に
、「
無

位
の
真
人
と
は
何
で
あ
る
か
」
と
、
概
念
化
、
対
象
化
し
て
問
い
、
更
に
臨
済
に
示
す
よ
う
に
迫
ら
れ
る
と
な
お
も
、
言
葉
に
よ
り
概
念

化
、
対
象
化
し
て
答
え
よ
う
と
す
る
僧
を
臨
済
は
痛
罵
す
る
の
で
あ
る）

11
（

。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
、
概
念
化
、
対
象
化
の
忌
避
は
、
臨
済
の
思
想
構
造
の
根
底
に
あ
る
「
一
心
既
無
」
と
い
う
規
定
の
事
実
と
し
て

一
切
が
無
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

臨
済
と
黄
檗
は
共
に
『
首
楞
厳
経
』
の
同
一
箇
所
「
元
依
り
一
精
明
、
分
か
れ
て
六
和
合
と
成
る
」
を
用
い
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
展
開
に
は
相
違
が
あ
り
、
黄
檗
は
「
六
和
合
を
束
ね
て
一
精
明
と
為
す
」
と
、
世
界
を
空
に
収
束
し
一
心
に
到
る
と
す

る
の
に
対
し
て
、
臨
済
は
「
一
心
既
無
」
と
黄
檗
が
空
に
収
束
し
て
到
る
境
地
を
出
発
点
と
し
て
い
た
。

臨
済
の
思
想
構
造
の
根
底
に
は
こ
の
「
一
心
既
無
」
が
あ
り
、
こ
の
立
場
か
ら
概
念
化
、
対
象
化
を
徹
底
的
に
拒
絶
す
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
る
と
、
臨
済
に
お
い
て
規
定
の
事
実
と
し
て
、
一
心
は
無
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
概
念
化
、
対
象
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
馬
祖
禅
の
「
即
心
是
仏
」「
作
用
即
性
」「
平
常
無
事
」
と
い
う
三
要
素
の
展
開
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
臨
済
の
説

法
に
三
要
素
の
思
想
的
継
承
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
即
心
是
仏
」「
作
用
即
性
」
と
い
っ
た
、
概
念
化
に
つ
な
が
る
語
は
明
示
さ
れ
ず
、

実
存
を
表
現
す
る
「
平
常
無
事
」
の
み
が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
た
に
「
平
常
無
事
」
を
体
現
し
た
人
物
像
と
し
て
「
無
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位
の
真
人
」
を
提
示
す
る
が
、
こ
れ
も
対
象
化
す
る
こ
と
は
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
徹
底
し
て
概
念
化
、
対
象
化
を
拒
否
す
る
態
度
を
と
る
臨
済
は
、
概
念
化
、
対
象
化
す
る
こ
と
を
「
名
句
」
と
呼
び
、
そ

れ
を
求
め
る
こ
と
も
、
立
て
る
こ
と
も
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
修
行
者
は
、
自
ら
作
り
出
し
た
「
名
句
」
を
求
め
て
自
か
ら
迷

い
に
お
ち
い
る
。
そ
れ
は
、修
行
者
が
「
信
不
及
」
の
た
め
で
あ
る
。
修
行
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、即
座
に
「
即
心
是
仏
」「
作
用
即
性
」

「
平
常
無
事
」
を
信
じ
き
り
、
彼
が
提
示
す
る
「
無
位
の
真
人
」
を
我
が
身
の
上
に
看
取
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る）

11
（

。

以
上
の
よ
う
に
臨
済
は
あ
く
ま
で
も
「
一
心
既
無
」
と
い
う
思
想
を
根
底
に
、
概
念
化
、
対
象
化
を
拒
否
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
馬

祖
の
禅
か
ら
直
接
に
発
展
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
実
は
黄
檗
の
「
空
に
回
帰
す
る
」
と
い
う
限
定
を
経
て
、「
既
に
無
で
あ
る
」
と
い
う

立
場
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
臨
済
悟
道
時
の
以
下
の
一
節
で
あ
る
。

愚
云
、「
黄
檗
恁
麽
老
婆
、
為
汝
得
徹
困
。
更
来
者
裡
、
問
『
有
過
無
過
。』」
師
於
言
下
大
悟
云
、「
元
来
黄
檗
仏
法
無
多
子
。」

（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
〇
臨
済
章
、434a

）

愚
云
く
、「
黄
檗
、恁か

麽く

老
婆
に
し
て
、汝
が
為
に
得
て
徹
困
な
り
。
更
に
者こ

裡こ

に
来
た
り
て
、『
過と

が

有
り
や
過
無
し
や
』
と
問
う
」
と
。

師
、
言
下
に
大
悟
し
て
云
く
、「
元
来
黄
檗
の
仏
法
に
多た

子し

無
し
」
と
。

黄
檗
に
打
た
れ
た
過
失
の
所
在
を
問
う
臨
済
に
大
愚
は
答
え
る
―
―
「
黄
檗
は
か
く
も
丁
寧
に
導
き
、
お
前
の
た
め
に
ク
タ
ク
タ
だ
。

そ
れ
な
の
に
こ
こ
に
や
っ
て
来
て
『
過
失
が
あ
り
ま
し
た
か
』
な
ど
と
ぬ
か
し
お
る
」。
臨
済
は
そ
れ
を
聞
く
や
大
い
に
悟
り
言
う
、「
あ

あ
、
黄
檗
の
仏
法
は
端
的
だ
っ
た
の
だ
」。

臨
済
悟
道
の
語
で
あ
る
「
元
来
黄
檗
の
仏
法
に
多
子
無
し
」
は
、
従
来
「
な
ん
だ
！
黄
檗
の
仏
法
は
な
ん
て
そ
ん
な
た
あ
い
な
い
も
の
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だ
っ
た
の
か）

11
（

」
等
と
解
さ
れ
て
来
た
も
の
を
、
入
矢
義
高
氏
は
語
学
的
な
見
地
か
ら
「
あ
あ
、
黄
檗
の
仏
法
は
端
的
だ
っ
た
の
だ）

11
（

」
と
見

直
し
た）

11
（

。

し
か
し
、『
伝
心
法
要
』『
宛
陵
録
』
か
ら
読
み
と
れ
る
黄
檗
の
思
想
は
必
ず
し
も
「
無
多
子
（
く
だ
く
だ
し
い
も
の
が
な
い
）」
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
実
際
に
黄
檗
と
臨
済
の
仏
法
に
は
隔
た
り
が
あ
り
、
黄
檗
が
空
に
収
束
し
て
到
る
境
地
を
臨
済
は
出
発
点
と

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
黄
檗
の
「
多
子
（
く
だ
く
だ
し
い
）」
な
る
仏
法
を
、
臨
済
は
「
無
多
子
（
く
だ
く
だ
し
い
も
の

が
な
い
）」
な
る
仏
法
に
再
構
築
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
、
本
項
の
分
析
は
臨
済
悟
道
の
語
を
、「
あ
あ
、
黄
檗
か
ら
承
け
た
仏
法
と
は
、
本
来
く
だ
く
だ
し
い
も
の
が
無
か
っ
た
の
だ
」

と
、
黄
檗
の
禅
を
端
的
に
総
括
し
た
語
で
あ
る
と
見
る
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
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喜
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仏
書
林

衣
川
賢
次

［
一
九
九
二
］「
禅
の
語
録
を
読
む

（2）
」『
中
国
語
』
第
三
九
五
号
、
内
山
書
店

［
二
〇
一
〇
］「
徳
山
と
臨
済
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
五
八

［
二
〇
一
七
］ �「
臨
済
録
の
形
成
（
改
稿
）」『『
臨
済
録
』
研
究
の
現
在
―
―
臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年
遠
諱
記
念
国
際
学
会
論
文
集
』
禅
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文
化
研
究
所

齋
藤
智
寛

［
二
〇
一
七
］ �「『
首
楞
厳
経
』
と
臨
済
禅
」『『
臨
済
録
』
研
究
の
現
在
―
―
臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年
遠
諱
記
念
国
際
学
会
論
文
集
』
禅

文
化
研
究
所

注（
１
）�

小
川
太
龍
［
二
〇
一
七
］
参
照
。

（
２
）�「
平
常
無
事
」
と
い
う
語
は
臨
済
の
示
衆
に
初
出
し
、
馬

祖
自
身
は
管
見
の
限
り
「
無
事
」
と
い
う
語
を
使
用
せ
ず
、

「
平
常
心
是
道
」
と
言
う
。
し
か
し
、
小
川
隆
氏
の
指
摘

に
あ
る
よ
う
に
馬
祖
禅
を
端
的
に
ま
と
め
る
概
念
と
し
て

有
用
で
あ
る
。

（
３
）�『
祖
堂
集
』
巻
一
五
、
大
梅
章
（565
）。

（
４
）�『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
、
達
磨
章
（30b

）。
論
証
に
つ
い

て
は
、衣
川
賢
次［
一
九
九
二
］、小
川
隆［
二
〇
一
一
、九
一

―
九
二
］
に
詳
し
い
。

（
５
）�『
伝
心
法
要
』（343a

）「
十
八
界
既
空
、
一
切
皆
空
。
唯

有
本
心
蕩
然
清
浄
（
十
八
界
既
に
空
な
れ
ば
、
一
切
皆
な

空
な
り
。
唯
だ
本
心
の
み
有
り
て
蕩
然
と
し
て
清
浄
な

り
）」

（
６
）�『
伝
心
法
要
』（348a

）「
何
不
与
我
心
。
心
同
虚
空
去
。

如
枯
木
石
頭
去
、
如
寒
灰
死
火
去
、
方
有
少
分
相
応
（
何

ぞ
我
が
心
に
与か

か
わら

ざ
る
。
心
を
虚
空
と
同
じ
く
し
去
れ
。

枯
木
石
頭
の
如
く
し
去
り
、
寒
灰
死
火
の
如
く
に
し
去
ら

ば
、
方は

じ

め
て
少
分
の
相
応
あ
ら
ん
）」

（
７
）�

衣
川
賢
次
［
二
〇
一
七
、二
五
六
］
は
「「
示
衆
」
を
読
む

か
ぎ
り
、
臨
済
の
禅
思
想
は
徹
底
し
た
馬
祖
系
の
「
即
心

是
仏
」、「
作
用
即
性
」、「
無
事
」
の
主
張
で
一
環
し
て
い

る
の
は
、師
の
黄
檗
の
思
想
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

馬
祖
禅
に
疑
い
を
さ
し
は
さ
む
石
頭
・
薬
山
系
の
思
想
は

見
い
だ
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
８
）�

小
川
隆
［
二
〇
〇
八
、一
七
五
］
は
「
臨
済
の
説
く
所
も
、

思
想
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
馬
祖
系
の
諸
祖
の
延
長
線
上
に

あ
る
。
だ
が
、
臨
済
は
そ
れ
を
理
論
と
し
て
説
く
こ
と
を

せ
ず
、
仏
性
の
作
用
を
一
箇
の
人
格
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
表
象
し
、
そ
れ
を
個
々
の
学
人
と
即
座
に
同
定
す
る
と

い
う
説
き
方
で
直
指
す
る
。
臨
済
の
斬
新
さ
は
、
そ
う
し

た
提
示
の
仕
方
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。

（
９
）�
衣
川
賢
次
［
二
〇
一
〇
、六
七
］
は
、「
従
来
『
臨
済
録
』

中
も
っ
と
も
精
彩
あ
る
部
分
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
発
想
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か
ら
用
語
に
至
る
ま
で
、
さ
ら
に
は
「
無
事
の
人
」
の
形

象
（
著
衣
喫
飯
、
屙
屎
送
尿
、
活
撥
撥
地
）
さ
え
も
、
じ

つ
は
徳
山
の
示
衆
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
述

べ
る
。
確
か
に
徳
山
の
思
想
を
臨
済
が
受
け
て
い
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
無
事
の
人
」
は
黄
檗
も
使

用
し
て
お
り
、
馬
祖
、
黄
檗
か
ら
の
思
想
的
継
承
を
考
え

る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）�

平
成
二
九
年
、
第
八
八
回
禅
学
研
究
大
会
に
お
い
て
呉
進

幹
（
戒
法
）
氏
は
「
臨
済
義
玄
の
禅
思
想
再
考
」
と
題
し

た
発
表
の
中
で
、
臨
済
が
黄
檗
の
「
不
即
不
離
」
を
承
け

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
11
）�

衣
川
賢
次
［
二
〇
一
七
、二
三
四
］
は
「
形
成
の
問
題
は

も
っ
と
も
古
形
を
存
す
る
『
天
聖
広
灯
録
』
を
基
点
に
か

ん
が
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
と
指
摘
し
、同
［
二
三
七

―
二
三
九
］
に
、「
一
見
す
る
と
『
宗
鏡
録
』
か
ら
『
景

徳
伝
灯
録
』、『
天
聖
広
灯
録
』
へ
は
、
叙
述
が
簡
か
ら
繁

へ
と
分
量
が
増
え
て
ゆ
き
、
増
補
さ
れ
て
い
る
か
に
お
も

え
る
が
、
仔
細
に
見
る
と
そ
う
で
は
な
く
、『
宗
鏡
録
』

と
『
景
徳
伝
灯
録
』
は
『
天
聖
広
灯
録
』
を
節
引
簡
略
化

し
、
か
つ
叙
述
を
や
や
文
語
的
に
改
め
た
か
た
ち
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
…
…
『
祖
堂
集
』
は
さ
き
の
『
景
徳
伝

灯
録
』
と
同
じ
節
引
の
手
法
で
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
了

解
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。

（
12
）�

齋
藤
智
寛
［
二
〇
一
七
、三
〇
七
］
は
臨
済
と
黄
檗
が
同

じ
『
楞
厳
経
』
の
一
節
を
引
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、

「
臨
済
は
十
分
に
師
の
説
を
咀
嚼
・
継
承
し
つ
つ
自
己
の

説
法
を
展
開
し
た
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
両
者
の
差
異
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
13
）�『
祖
堂
集
』
巻
一
九
臨
済
章
、『
宗
鏡
録
』
巻
九
八
は
「
心

若
し
生
ぜ
ず
ん
ば
、
随
所
に
解
脱
せ
ん
（
心
若
不
生
、
随

所
解
脱
）」
に
作
る
。
当
時
こ
の
よ
う
に
記
載
す
る
テ
キ

ス
ト
の
系
統
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。し
か
し
、

注
10
に
引
い
た
よ
う
に
衣
川
氏
の
説
に
よ
る
な
ら
ば
、「
一

心
既
無
」と
い
う
語
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
心
若
不
生
」
を
承
け
る
テ
キ
ス
ト
は
、『
楞
厳
経

疏
解
蒙
鈔
』
巻
十
、『
為
霖
禅
師
旅
泊
庵
稿
』
巻
四
に
し

か
見
え
ず
、
一
般
に
は
臨
済
の
説
と
し
て
「
一
心
既
無
」

が
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
箇
所
に
お
け
る

「
心
」
を
「
有
相
の
心
」
と
解
す
る
こ
と
は
、そ
の
前
の
「
一

精
明
」
と
「
六
和
合
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
不
自
然
で
あ
ろ

う
。

（
14
）�

沖
本
克
己
［
二
〇
一
六
、一
一
六
］
は
「
こ
の
『
唯
心
論

的
一
元
論
』
に
は
『
空
』
を
説
き
『
無
常
』
を
説
く
仏
教

を
再
び
実
在
を
語
る
も
の
に
逆
転
し
て
し
ま
う
危
う
さ
が

つ
き
ま
と
う
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
は
、『
一
心
既
無
』
と

い
う
語
で
実
在
論
へ
の
堕
落
が
食
い
止
め
ら
れ
て
は
い
る
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が
」
と
、
黄
檗
の
説
を
臨
済
が
修
正
し
て
い
る
と
い
う
一

定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

（
15
）�
臨
済
は
「
心
」
に
つ
い
て
「
三
界
唯
心
、万
法
唯
識
」（『
天

聖
広
灯
録
』
巻
一
一
、
臨
済
章
、444b

）
と
馬
祖
と
ほ

ぼ
同
じ
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。

（
16
）�

頌
の
内
容
は
以
下
の
通
り
、「
禅
師
体
離
無
明
、
煩
悩
従

何
処
生
。
地
獄
天
堂
一
相
、
涅
槃
生
死
空
名
。
亦
無
貪
瞋

可
断
、
亦
無
仏
道
可
成
。
衆
生
与
仏
平
等
、
自
然
聖
智
惺

惺
。
不
為
六
塵
所
梁
、句
句
独
契
無
生
。
正
覚
一
念
玄
解
、

三
世
坦
然
皆
平
。
非
法
非
律
自
制
、
翛
然
真
入
円
成
。
絶

此
四
句
百
非
、
如
空
無
作
無
依
（
禅
師
の
体
、
無
明
を
離

な
れ
、煩
悩
何
れ
の
処
よ
り
生
ず
。
地
獄
と
天
堂
は
一
相
、

涅
槃
と
生
死
は
空
名
な
り
。亦
た
貪
瞋
の
断
つ
べ
き
無
く
、

亦
た
仏
道
の
成
ず
べ
き
無
し
。衆
生
と
仏
は
平
等
に
し
て
、

自
然
に
聖
智
惺
惺
た
り
。
六
塵
梁
む
る
所
を
不せ

為ず

、
句
句

独
り
無
生
に
契
う
。
正
覚
の
一
念
玄
解
せ
ば
、
三
世
坦
然

と
し
て
皆
な
平
ら
か
な
り
。
法
に
非
ず
律
に
非
ず
自
ら
制

し
、
翛
然
と
し
て
真
に
円
成
に
入
る
。
此
の
四
句
百
非
を

絶
せ
ば
、
空
の
無
作
無
依
の
如
し
）」［『
景
徳
伝
灯
録
』

巻
二
九
「
志
公
和
尚
十
四
科
頌
」
第
十
二
「
境
照
不
二
」

604b-605a

］

（
17
）�

小
川
隆
［
二
〇
〇
八
、一
六
八
―
一
六
九
］
は
福
州
大
安

の
語
に
見
え
る
「
六
門
」
が
六
根
を
指
す
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
臨
済
は
「
六
道
の
神
光
」
を
呼
び
、
さ
ら
に
「
自
身

に
具
わ
っ
た
感
官
の
は
た
ら
き
を
光
に
た
と
え
た
も
の
に

外
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

（
18
）�

こ
の
「
無
事
の
人
」
に
つ
い
て
は
、
衣
川
氏
は
「
無
事
の

人
」
は
雲
門
か
ら
の
継
承
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
注

（
９
）
参
照
。
し
か
し
な
が
ら
臨
済
が
説
く
と
こ
ろ
と
同

じ
く
、
黄
檗
も
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
但
銷
鎔
表
裏
、

情
尽
都
無
依
執
、
是
無
事
人
（
但
だ
表
裏
を
銷
鎔
し
、
情

尽
き
都
て
依
執
無
き
、
是
れ
無
事
の
人
な
り
）」『
伝
心
法

要
』347a

）。
黄
檗
は
臨
済
と
同
じ
く
、
何
も
の
に
も
依

ら
な
い
平
常
無
事
た
る
人
を
指
し
て
「
無
事
の
人
」
と
言

う
。
こ
の
よ
う
に
、「
無
事
の
人
」
と
は
、「
平
常
無
事
」

を
体
現
す
る
あ
り
方
と
し
て
、
黄
檗
も
臨
済
も
共
に
使
用

し
て
い
る
の
で
あ
る�

（
19
）�「
無
位
の
真
人
」
と
「
無
事
の
人
」
は
、「
平
常
無
事
」
を

体
現
す
る
と
い
う
側
面
に
お
い
て
は
、
同
義
で
あ
る
。
し

か
し
、「
無
事
の
人
」
と
い
う
語
は
、
現
実
に
悟
っ
た
者

そ
の
も
の
を
提
示
し
た
語
で
あ
り
、「
無
位
の
真
人
」、「
無

依
の
道
人
」
は
「
平
常
無
事
」
を
体
現
す
る
、
馬
祖
の
三

要
素
そ
の
も
の
を
擬
人
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
論

前
述
文
中
に
も
見
え
る
「
聴
法
底
の
人
」
も
こ
の
側
面
を

持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
す
る
。
ま
た
、
小
川
隆
［
二
〇
〇
八
、一
七
五
―
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一
七
六
］
は
「
あ
り
の
ま
ま
で
仏
で
あ
り
、
仏
性
と
と
も

に
躍
動
し
、己
れ
の
外
に
何
ら
求
め
る
必
要
の
な
い
自
己
、

そ
れ
を
臨
済
は
「
一
生
無
事
の
人
」
と
呼
び
、
ま
た
「
無

依
の
道
人
」「
無
位
の
真
人
」
な
ど
と
呼
ぶ
」
と
述
べ
、「
無

事
の
人
」
と
「
無
位
の
真
人
」
を
「
馬
祖
の
三
要
素
を
体

現
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
同
列
に
お
い
て
い
る
。

（
20
）�『
祖
堂
集
』
巻
一
九
臨
済
章
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
二
、

臨
済
章
に
も
収
め
ら
れ
、
衣
川
賢
次
［
一
〇
一
七
、

二
三
九
―
二
四
〇
］
は
こ
の
問
答
が
「
い
ち
は
や
く
南
方

に
喧
伝
さ
れ
て
有
名
に
な
っ
た
」
も
の
と
看
、「
唐
末
伝

承
の
資
料
に
も
と
づ
く
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
」と
述
べ
る
。

（
21
）�「
乾
屎
橛
」
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
［
一
九
九
五
、七
―

九
］、
入
矢
義
高
［
二
〇
一
二
b
、
九
五
―
一
〇
三
］「
乾

屎
橛
」
参
照
。

（
22
）�

小
川
隆
［
二
〇
〇
七
、二
六
〇
］
は
「
無
位
の
真
人
」
に

つ
い
て
、
馬
祖
禅
の
三
要
素
で
あ
る
「
作
用
即
性
」
に
重

点
を
置
き
こ
れ
を
擬
人
化
し
た
譬
喩
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
ま
た
注
7
参
照
。
馬
祖
禅
の
三
要
素
は
連
環
関
係
に

あ
る
た
め
、「
作
用
即
性
」
を
見
て
取
る
こ
と
は
、「
平
常

無
事
」
を
体
現
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

（
23
）�

以
下
の
よ
う
に
、
見
聞
覚
知
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
本
心
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
見
聞
覚
知
に
つ
い
て「
不
即
不
離
」

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
黄
檗
は
説
く
。「
此
本
源
清
浄

心
、
常
自
円
明
偏
照
、
世
人
不
悟
、
秖
認
見
聞
覚
知
為
心
、

為
見
聞
覚
知
所
覆
、
所
以
不
覩
精
明
本
体
。
…
…
但
於
見

聞
覚
知
処
認
本
心
。
然
本
心
不
属
見
聞
覚
知
、
亦
不
離
見

聞
覚
知
。
…
…
不
即
不
離
、
不
住
不
著
、
縦
横
自
在
、
無

非
道
場
（
此
の
本
源
清
浄
心
は
、
常つ

自ね

に
円
明
に
し
て
偏あ

ま

ね
く
照
ら
す
も
、
世
人
悟
ら
ず
し
て
、
秖
だ
見
聞
覚
知
を

認
め
て
心
と
為な

し
、
見
聞
覚
知
の
為た

め

に
覆
わ
る
、
所ゆ

以え

に

精
明
の
本
体
を
覩み

ず
。
…
…
但
だ
見
聞
覚
知
の
処
に
於
い

て
本
心
を
認
め
よ
。
然
れ
ど
も
本
心
は
見
聞
覚
知
に
属
せ

ず
、
亦
た
見
聞
覚
知
を
離
れ
ず
。
…
…
即
せ
ず
離
せ
ず
、

住
せ
ず
著
せ
ず
ん
ば
、
縦
横
自
在
に
し
て
、
道
場
に
非
ざ

る
こ
と
無
し
）」（『
伝
心
法
要
』342b-343a

）

（
24
）�

同
様
の
表
現
に
、「
你
に
向
か
っ
て
道
う
、『
仏
無
く
法
無

く
、
修
無
く
証
無
し
』
と
（
向
你
道
、『
無
仏
無
法
、
無

修
無
証
』）」（『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
一
臨
済
章
、445b

）

と
あ
る
。

（
25
）�

小
川
隆
［
二
〇
〇
八
、一
八
二
］
は
、「
僧
は
『
無
位
の
真

人
』
を
、
な
お
も
外
在
的
な
対
象
と
し
て
理
解
し
説
明
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
己
れ
の
外
に
客
体

と
し
て
求
め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
う
」
と
述
べ
る
。�

（
26
）�
小
川
隆
［
二
〇
〇
八
、一
〇
七
］
は
、「
臨
済
が
信
じ
き
れ

と
言
う
一
点
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
本
来
な
ん
の
過
不
足
の
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な
い
、こ
の
あ
る
が
ま
ま
の
自
己
の
こ
と
に
外
な
ら
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

（
27
）�
朝
比
奈
宗
源
［
一
九
五
三
、一
五
七
］。

（
28
）�
入
矢
義
高
［
一
九
八
九
、一
八
三
］。

（
29
）�

入
矢
義
高
［
二
〇
一
二
a
、
一
六
三
］
所
収
「
禅
語
つ
れ

づ
れ
」
は
、「『
多
事
を
生
』
ぜ
ず
、『
多
子
な
き
』
ま
ま

の
『
平
常
無
事
』
の
生
き
か
た
そ
れ
が
臨
済
が
黄
檗
か
ら

学
び
と
っ
た
、
端
的
な
生
き
か
た
＝
道
な
の
で
あ
っ
た
。」

と
解
し
て
い
る
。
従
来
の
解
釈
が
語
学
的
見
地
か
ら
間
違

い
で
あ
る
こ
と
は
、
入
矢
義
高
［
二
〇
一
二
a
、
一
五
八

―
一
六
四
］「
多
子
無
し
」
項
参
照
。
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